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第５章 実現化の方策 

1.   取組の実施時期 

 本地区のまちづくりは，国３・４・11 号線の整備にあわせて進めるものであり，国３・４・

11号線の整備の前後でまちの姿は大きく変貌を遂げるものと想定されます。また，地区の

まちづくりの取組は，整備後も長期的な展望を持ち，各エリアのまちづくりの方向性に示す

「史跡と調和し，安全・安心で住みやすい住宅環境のまちづくり」「歩いて身近なショッピ

ングとにぎわいが楽しめるまちづくり」「駅近であるメリットを活かした住商両立のまちづ

くり」を目指し，取組を持続していくことが重要です。 

 このことから，本地区のまちづくりの実現に向けて，国３・４・11号線の整備の前後によ

る段階的な取組の実施時期の考え方を次のとおりとし，長期的なまちづくりを展開していき

ます。 
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整備前 

（現在から供用開

始まで：短期的な

まちづくり） 

○道路整備にあわせて

まちづくりを積極的

に進めていくため，

用途地域や地区計画

などの都市計画を，

国３・４・11号線の

整備前に決定・変更

します。 

 ○空き店舗対策やにぎ

わい創出など，現国

分寺街道周辺におけ

る当面の課題解決に

向けた取組を進めま

す。 

○まちづくりの担い手

の育成に向けた取組

を進めます。 

○国分寺街道のみちづ

くりの検討を進めま

す。 

 

 

 

 

整備後 

（供用開始後： 

中長期的なまち

づくり） 

○都市計画法に基づ

き，土地利用等を適

正に規制誘導しま

す。 

○本まちづくり計画を

基に，市民等による

ルールづくりが実施

されるよう，市民主

体のまちづくりの活

動を支援します。 

○公共交通や車両など

の交通処理を変更し

ます。 

○安全・安心な国分寺

街道へ向けての取組

を始めます。 

○現国分寺街道周辺の

にぎわい創出を展開

していきます。 

 

 

 

 

行政と市民の協働・企業や関係団体との連携により 
総合的なまちづくりを確立します。 
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